
和
の
文
化
を
受
け
つ
ぐ 

（
東
書
５
年
） 

第
一
次
指
導 

〈
区
画
〉
六
区
画 

（

２
を

④

、

３
を

②

、

４

を
③

に

計

１ ５

） 

二
と
く 

○
題
目 

①
題
「
和
の
文
化
を
受
け
つ
ぐ
」
と

副
題
「
和
菓
子
を
さ
ぐ
る
」
を
何

番
に
書
く
と
よ
い
か
。
（
６
と
１
） 

②
こ
の
「
和
」
の
意
味
は
。
（
日
本
） 

③
和
の
文
化
の
例
（P

1
4

3

の
写
真
） 

④
受
け
つ
ぎ
方
を
和
菓
子
か
ら
考
え

る
と
い
う
話
。
（
さ
ぐ
る
） 

◎
ひ
び
き 

⑤
図
（p

1
4

6
/

7

）
は
、
何
を
分
か
り

や
す
く
。
（
２ 

歴
史 

板
書
） 

⑥
言
葉
「
和
菓
子
」
誕
生
は
い
つ
か
。 

⑦
写
真
（p

1
4

8
/

9

）
。（
３ 

文
化 

板
書
） 

⑧
写
真
（p

1
5

0

）
。（
４ 

人 

板
書
） 

⑨
和
菓
子
を
人
々
が
ど
う
受
け
つ
い

で
き
た
か
た
と
い
う
話
。 

○
手
引
き 

・
２
の
①
～
④
、
３
の
①
②
、
４
の

①
～
③
の
下
に
各
段
落
を
代
表
す

る
言
葉
を
書
き
出
す
。 

 

（
練
習
と
し
て
全
員
で
考
え
る
）

２
の
①
「
菓
子
」
、
②
唐
菓
子 

〈
板
書
事
項
〉 

  

１ 

和
菓
子
を
さ
ぐ
る 

 

２ 

歴
史 

 

① 

「
菓
子
」 

 

木
の
実 

 

② 
 

唐
菓
子 

 

③ 
 

江
戸
時
代 

さ
と
う 

 

 

④ 
 

洋
菓
子 

 
 

 

３ 

文
化 

 

① 
 

年
中
行
事 

か
ー 

ひ
ー 

 

② 
 

茶
道 

 
 

季
節 

 

４ 

人 

 

① 
 

職
人 

 

② 
 

作
る
人 

 

材
料
・
道
具 

 
③ 

 

食
べ
る
人 

 
５ 
和
菓
子
の
世
界 

 

６ 
和
の
文
化
を
受
け
つ
ぐ 

 

六
と
く 

○
事
実
・
区
分 

①
食
べ
る
人
が
増
え
た
の
は
。
（
⇒
） 

②
そ
れ
は
材
料
に
何
を
使
う
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
か
。
（
さ
と
う
） 

③
砂
糖
を
使
っ
て
な
い
菓
子
は
。 

 

（
唐
菓
子
・
「
菓
子
」
＝
木
の
実
） 

④
唐
菓
子
の
唐
は
。
（
中
国
） 

⑤
外
国
と
分
か
る
の
は
。（
洋
菓
子
） 

⑥
元
は
中
国
か
ら
伝
わ
り
、
千
利
休

が
和
の
文
化
に
発
展
さ
せ
た
の
は
。

（
茶
道
） 

⑦
茶
道
で
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
は
。 

⑧
季
節
の
和
菓
子
を
工
夫
し
た
の
は
。 

 

（
職
人
／
材
料
・
道
具
） 

⑨
節
目
に
家
庭
で
も
作
ら
れ
て
い
る

和
菓
子
は
。
（
柏
餅
・
菱
餅
） 

⑩
全
体
を
二
区
分
。
前
を
三
区
分 

◎
山 

⑪
詳
し
く
読
む
。
二
か
所
「
発
展
・

技
術
」
（
１
の
③
、
４
の
①
②
） 

○
余
韻 

 

・
和
菓
子
も
奥
が
深
い
な
あ
。 

 

第
二
次
指
導
（
１
／
２
） 

〇
手
引
き 

・
外
国
か
ら
輸
入
し
て
い
た
砂
糖
は

貴
重
（
高
価
）
」
で
し
た
。
国
産
が

で
き
て
か
ら
の
変
化
を
考
え
ま
す
。 

四
か
く 

  
 

日

本

国

内

で

も

さ

と

う

が

作

ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
と
う

が
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

さ

と

う

の

特

性

を

生

か

し

た

菓

子

作
り
の
技
術
が
進
み
、
だ
れ
も
が
気

軽

に

食

べ

ら

れ

る

よ

う

な

菓

子

か

ら
、
お
く
り
物
な
ど
に
使
わ
れ
る
よ

う
な
上
等
な
菓
子
ま
で
、
多
く
の
菓

子
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

第
二
次
指
導
（
２
／
２
） 

〇
手
引
き 

・
①
②
の
最
後
の
一
文
を
書
き
、
和

菓
子
に
関
わ
る
職
人
を
考
え
る
。 

四
か
く 

  
 

職

人

た

ち

は

技

術

を

み

が

く

だ

け
で
な
く
、
季
節
ご
と
の
自
然
の
変

化
を
感
じ
取
っ
た
り
、
ほ
か
の
日
本

文
化
に
親
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、

和

菓

子

作

り

に

必

要

な

感

性

を

養

い
ま
す
。 

 
 

和

菓

子

作

り

に

関

わ

る

道

具

や

材
料
を
作
る
人
た
ち
も
、
和
菓
子
の

文
化
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。 

 

こ
の
教
材
は
、
調
べ
て
説
明
会
を
開

く

た

め

の

準

備

と

し

て

位

置

づ

け

ら

れ
て
い
ま
す
。
資
料
を
活
用
し
て
説
明

す

る

こ

と

の

価

値

に

気

づ

か

せ

る

こ

と
も
狙
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

と
こ
ろ
で
、
「
和
菓
子
を
さ
ぐ
る
」

は
、
何
を
伝
え
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
こ
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
読
ん

で
い
く
こ
と
が
第
一
で
す
。
そ
こ
を
疎

か

に

し

て

は

聞

き

手

の

心

に

届

く

説

明
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
納
得
し

た

こ

と

を

自

分

の

言

葉

で

伝

え

る

こ

と
の
大
切
さ
を
知
ら
せ
た
い
で
す
。 

筆
者
の
中
山
圭
子
さ
ん
は
、
和
菓
子

の

こ

と

を

調

べ

て

そ

の

奥

深

さ

に

ひ

か
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
感
動
を
読
み

た
い
も
の
で
す
。 

 

（
桐
田
試
案
） 


